
会
津
若
松
市
に
「
か
す
て
あ
ん
会
津
葵
」
と
い
う
お
菓
子
が
あ
る
。
長
崎
の
カ
ス

テ
ラ
と
は
違
っ
た
風
味
の
あ
る
カ
ス
テ
ラ
生
地
に
、
上
品
な
晒
し
餡
が
入
り
、
表
面

に
は
藩
公
の
文
庫
印
「
会
津
秘
府
」
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
お
菓
子
の
栞
に
驚

く
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

そ
の
部
分
を
抜
粋
す
る
。

…
前
略
…
で
は
ど
う
し
て
長
崎
か
ら
、
は
る
か
離
れ
た
山
国
会
津
に
数
多
く
の
南
蛮

文
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
大
き
な
潮
流
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
レ
オ
と
い
う
洗
礼
名
を
持
つ
隠
れ
も
な
き
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
蒲

生
氏
郷
、
他
の
一
つ
は
長
崎
に
あ
っ
て
会
津
人
参
の
貿
易
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い

た
豪
商
足
立
仁
十
郎
で
あ
り
ま
す
。
仁
十
郎
は
二
年
に
一
度
会
津
を
訪
れ
て
南
蛮
文

化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
…
後
略

会
津
に
は
、
戊
辰
戦
争
の
象
徴
と
し
て
『
泣
血
氈
』（
き
ゅ
う
け
つ
せ
ん
）
と
い

う
赤
い
布
キ
レ
が
あ
る
。
会
津
戦
争
終
結
時
に
藩
主
松
平
容
保
公
が
そ
の
上
に
立
っ

て
降
伏
謝
罪
を
し
た
と
い
う
緋
毛
氈
を
忠
臣
た
ち
が
「
こ
の
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」

と
切
り
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
緋
毛
氈
は
長
崎
の
人
足
立
仁
十
郎
が
会

津
公
に
献
上
し
た
も
の
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
会
津
の
民
芸
品

「
会
津
唐
人
凧
」
の
も
と

に
な
る
唐
人
凧
を
伝
え
た

の
も
仁
十
郎
だ
と
い
う
言

い
伝
え
も
あ
る
。

『
慶
応
年
間
会
津
藩
士

名
録
』
に
よ
る
と
仁
十
郎

は
足
立
監
物
と
い
う
名

で
、
七
百
石
・
御
聞
番
勤
肥
前
長
崎
表
住
居
の
御
側
衆
と
い
う
高
待
遇
で
会
津
藩
士

に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。

幕
末
の
会
津
の
歴
史
に
は
必
ず
顔
を
だ
す
長
崎
の
豪
商
・
足
立
仁
十
郎
で
は
あ
る

が
、
地
元
長
崎
の
郷
土
史
関
係
の
書
籍
に
は
、
そ
の
名
前
す
ら
載
っ
て
い
な
い
し
、

仁
十
郎
の
足
跡
は
何
故
か
長
崎
で
は
、
ぷ
っ
つ
り
と
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
夏
、
長
崎
県
立
図
書
館
で
『
足
立
仁
十
郎
伝
』（
藤
本
勉
著
）
と
い
う
十
三

ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
私
家
版
を
見
つ
け
た
。
し
か
し
そ
の
中
に
も
長
崎
で
の
足
跡
は
記
録

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

偶
然
に
も
そ
の
日
、
県
立
図
書
館
副
館
長
の
本
馬
貞
夫
氏
か
ら
、
昭
和
五
十
九
年

発
行
の
『
長
崎
談
叢
六
十
九
号
』
に
本
馬
氏
ご
自
身
が
足
立
仁
十
郎
に
つ
い
て
書
か

れ
た
と
の
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
会
津
藩
御
用
達
足
立
家
に
つ
い
て

｜
幕
末
長
崎
の
人
参
貿
易
商
｜
』。
本
馬
氏
は
、
県
立
図
書
館
蔵
（
当
時
）
の
「
明

治
九
年
庶
務
課
庶
務
係
事
務
簿
｜
足
立
程
十
郎
人
参
販
売
一
件
書
類
」
と
い
う
史
料

に
出
会
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
会
津
藩
和
人
参
貿
易
を
長
崎
会
所
が
引
き
受
け
た

い
き
さ
つ
、
幕
末
期
の
和
人
参
貿
易
の
実
態
、
足
立
仁
十
郎
と
そ
の
周
辺
、
養
子
足

立
程
十
郎
に
よ
る
没
収
人
参
返
却
の
訴
え
と
そ
の
決
着
な
ど
を
調
べ
、
覚
書
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

本
馬
氏
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
会
津
藩
が
足
立
仁
十
郎
を
通
し
て
和
人
参
（
薬
用
人

参
、
俗
に
い
う
朝
鮮
人
参
）
の
輸
出
を
は
じ
め
た
の
は
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
幕
府
は
正
式
に
長
崎
会
所
を
介
し
て
清
国
へ
の
輸
出
を

許
可
し
て
い
る
。
足
立
家
は
屋
号
を
『
田
辺
屋
』
と
い
い
、
現
在
の
浜
屋
デ
パ
ー
ト

周
辺
に
六
百
坪
以
上
の
敷
地
を
か
ま
え
た
薬
種
問
屋
だ
っ
た
。

足
立
仁
十
郎
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
但
馬
ノ
国
与
布
土
村
森
（
兵
庫
県
朝

来
市
山
東
町
与
布
土
）
の
郷
士
の
家
に
生
ま
れ
て
い
る
。
若
い
頃
大
阪
の
薬
種
問
屋

『
田
辺
屋
』（
田
辺
製
薬
の
前
身
）
に
奉
公
し
、
そ
の
間
会
津
和
人
参
の
業
務
に
携
わ

り
、
や
が
て
「
の
れ
ん
わ
け
」
の
か
た
ち
で
長
崎
に
会
津
人
参
御
用
達
『
田
辺
屋
』

を
開
い
た
よ
う
だ
。

当
時
、
海
防
警
備
役
な
ど
で
、
財
政
破
綻
寸
前
だ
っ
た
会
津
藩
に
と
っ
て
、
和
人

参
輸
出
の
収
益
や
仁
十
郎
の
三
万
両
を
超
え
る
献
金
は
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
に
報
い
る
よ
う
に
会
津
藩
も
仁
十
郎
を
手
厚
く
遇
し
て
い
る
。

仁
十
郎
の
菩
提
寺
で
あ
る
兵
庫
県
山
東
町
与
布
土
の
玉
林
寺
に
仁
十
郎
の
肖
像
画

が
あ
る
と
聞
き
、
ご
住
職
に
お
願
い
し
写
真
を
い
た
だ
い
た
。
仁
十
郎
六
十
六
歳
の

時
の
姿
ら
し
い
。
裃
の
紋
は
足
立
家
の
家
紋
だ
が
、
着
物
の
袖
に
葵
の
紋
が
入
っ
て

い
る
。
着
物
は
会
津
公
か
ら
拝
領
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
会
津
藩
の
仁
十
郎
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
。
幕
末
に
な
る
と
仁
十
郎
は
会
津
藩
の
武
器
購
入
に

も
関
わ
っ
た
ら
し
く
ド
イ
ツ
人
武
器
商
人
カ
ー
ル
・
レ
ー
マ
ン
等
に
つ
い
て
書
か
れ

た
『
近
代
日
独
交
渉
史
研
究
序
説
』（
荒
木
康
彦
著
）
の
中
に
そ
の
名
が
出
て
き
た
。

戊
辰
戦
争
後
は
、
朝
敵
に
さ
れ
た
会
津
藩
の
御
用
達
に
対
す
る
風
当
た
り
は
厳
し

く
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
、
新
政
府
が
設
立
し
た
長
崎
裁
判
所
の
参
謀
と

な
っ
た
長
州
藩
士
井
上
聞
多
は
、
強
制
的
に
足
立
家
の
輸
出
用
和
人
参
を
没
収
し
た
。

そ
の
結
果
足
立
家
は
家
屋
・
家
財
一
切
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
急
速
に
没

落
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
よ
う
な
逼
迫
し
た
状
態
に
あ
っ
て
も
足
立
家
は
、
旧
会
津
藩
士
子
弟
の
九
州

留
学
の
身
元
引
受
人
を
す
る
な
ど
、
会
津
藩
と
の
関
係
に
筋
を
と
お
し
て
い
る
。
足

立
仁
十
郎
と
そ
の
一
族
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
失
敗
者
だ
ろ
う
が
人
間
的
な
ま
っ
と
う
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
の
足
立
仁
十
郎
と
家
族
の
墓
所
が
崇
福
寺
裏
山
の
墓
地
に
あ
る
。
お
寺
側
の
話

で
は
、
す
で
に
長
崎
で
の
血
縁
は
途
絶
え
て
い
る
ら
し
く
、
お
参
り
の
人
も
ほ
と
ん

ど
な
い
と
言
う
。
仁
十
郎
と
そ
の
妻
の
墓
石
に
は
「
崇
福
外
護
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
墓
は
長
崎
に
残
る
数
少
な
い
足
立
仁
十
郎
の
足
跡
だ
。

こ
の
正
月
四
日
、
崇
福
寺
の
足
立
家
の
墓
所
を
訪
ね
た
。
墓
石
の
中
に
長
崎
の
国

学
者
で
長
崎
市
史
の
編
纂
に
参
加
し
た
半
顔
足
立
正
枝
（
大
正
十
年
没
）
の
名
も
刻

ま
れ
て
い
た
。
先
日
、
足
立
家
の
墓
域
を
訪
ね
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
石
の
前
に
小

菊
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。
誰
が
お
参
り
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
子
孫
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
だ
ろ
う
か
。
仁
十
郎
へ
の
興
味
が
ま
す
ま
す
膨
ら
ん
で
く
る
。

（
全
国
歴
史
研
究
会
会
員
、
I
T
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

○
今
年
は
年
あ
け
早
々
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
で
不
法
建
造
物
や
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
事
な
ど
、

嫌
な
事
が
多
く
耳
に
入
っ
て
く
る
。
先
日
、
易
学
の
人
が
私
に
「
今
年
は
丙
戌

（
ヒ
ノ
エ
・
イ
ヌ
）
の
年
で
あ
り
、
良
い
年
で
は
な
い
」
の
で
注
意
し
な
さ
い
と

言
わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
て
い
る
。

○
然
し
、
こ
の
事
件
は
二
月
四
日
の
立
春
前
の
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
私
達
は
気
を
取

り
な
お
し
（
白
浪
五
人
男
の
）
濡
れ
手
に
粟
の
五
十
両
、
こ
ぃ
つ
あ
ー
春
か
ら
縁

起
が
エ
ー
わ
い
、
と
道
ゆ
き
し
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

○
長
崎
の
代
表
的
古
建
築
の
一
つ
で
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
長
崎
山
清
水
寺

（
八
坂
町
）
の
本
堂
が
、
寛
永
四
年
（
一
八
二
七
）
の
重
建
以
来
は
じ
め
て
の
解

体
修
理
が
実
施
さ
れ
る
事
に
な
り
、
各
方
面
よ
り
注
目
を
あ
び
て
い
る
。
本
堂
の

建
立
に
は
何
高
財
が
協
力
し
て
お
り
、
其
の
碑
文
が
独
立
禅
師
の
撰
文
で
本
堂
の

裏
に
あ
る
。
昔
よ
り
「
こ
の
碑
文
を
撫
で
本
尊
を
拝
す
る
と
無
病
安
産
な
り
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
会
で
も
三
月
中
に
、
解
体
前
に
市
文
化
財
課
に
御
指
導
い

た
だ
き
説
明
会
を
開
催
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

○
長
崎
で
も
来
る
三
月
五
日
、
他
県
同
様
（
長
崎
）「
歴
史
文
化
観
光
検
定
」
試
験

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
も
市
内
各
書
店
で
発

売
さ
れ
、
試
験
場
は
長
崎
大
学
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
と
あ
っ
た
。

○
昭
和
五
十
七
年
発
足
し
た
「
長
崎
歴
史
文
化
協
会
」
の
平
成
十
七
年
度
の
総
合
編

集
「
特
集
・
な
が
さ
き
の
空
　
第
十
七
集
」
が
一
月
末
発
刊
さ
れ
た
。
御
希
望
の

方
は
本
会
事
務
局
、
ま
た
は
十
八
銀
行
本
・
支
店
に
て
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

（
無
料
）

○
明
坂
英
二
先
生
よ
り
、
斎
藤
芽
生
画
伯
の
美
し
い
絵
入
り
の
ユ
ニ
ー
ク
で
美
し
い

（
月
刊
）「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
…
カ
ス
テ
ラ
」
を
戴
い
た
。
ま
あ
一
度
、
手
に
と

っ
て
御
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
福
音
館
書
店
刊
・
七
〇
〇
円
）

○
天
草
本
渡
市
在
住
の
地
方
史
研
究
家
鶴
田
文
史
先
生
よ
り
「
天
草
陶
磁
焼
の
歴
史

研
究
」
を
戴
い
た
。
天
草
の
陶
土
は
昔
よ
り
伊
万
里
、
有
田
、
亀
山
（
長
崎
）
等

の
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
陶
磁
器
を
研

究
さ
れ
る
方
々
は
是
非
座
右
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
一

冊
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。（
天
草
民
報
社
刊
・
二
、

〇
〇
〇
円
）

風
信

二
八
三
号

平
成
十
八
年
二
月
二
十
日

会
津
に
名
を
残
す
長
崎
の
豪
商
・
足
立
仁
十
郎
を
追
っ
て

平
野
　
惠
子

足立仁十郎の肖像画
（兵庫県朝来市・玉林寺附属）


